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仕様 と特長

仕  様

特 長

(1)従来のセイコークオーツの特長 を全て受継

いだ高精度、高信頼性の水晶腕時計です。

①安定した振動をする独特の音叉型水晶振

動子 (32,768Hz)。

② 安 定性 と耐 久性 に優 れ る、ステ ツプモー

ターに よるステ ップセ コン ド方式。

③ 単純ブロック構造により修理が容易。

(2)砒針を́_先行して10        する新

秒規正装置がついています。 テ レビ
0ラ ジ

オ等の時報はもちろん電話サー ビスによる

時刻合 わせ も簡単 にで きます。

(3)電池寿命切 れ警告装置が付 いています。

電池寿命切 れ間近かになると2秒 ステ ップ

運針 を開始 し電池寿命切 れ を予告 します。

(こ のとき時間 くるいにはな りませ ん )

(4)電池寿命は 2年以上 です。

(5)新 しい電池ブタの採用によ り電池交換がよ

り容易にな りました。

』

日

コ

lq

48GQ 48GQC 48GQW 48KQ 48KQC 48KQW
4840A 4842A 4843A 4820A 4822A 4823A

付    力日   機    構

日     付
日程     日

2ヵ国語表示 曜 日切 換装置

日 曜 早 修 正 装 置

電子回路 リセットスイッチ

秒  規  正  装  置

電池寿命切 れ警告装置

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

水 晶 振 動 数 32,768HIz

携 帯 精 度
常温 における携帯精度

月差  5秒 以内
常温における携帯精度

月差 10秒以内

機 械 落 径 φ25。 6mm

機 械 厚 み 4。 65mm 4。 8mm 4。 65mm 4。 8mm

作 動 温 度 範 囲 -10～ +60°C

駆 動 方 式 ステ ップ・ モーター方式 (6極 )

緩 急 方 式 リマ コ ンデ ンサ

電

使

池

用

寿

電

命

池

。
2年以上

イヽ型銀電池 SB― A8
電圧 1。 5V

石 数 7石
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3.ム ープメン トの構 成

□■ プ ロ ック

これ らの部分 はプロック化 されてお り、それ

ぞれ単独で取 りはず しがで きますか ら、点検

・調整は簡単 な扱いでおこなえます。

駆動 コイル

輪夢u・ ステップモーター

霊 翻 N

響
ｌ
ｒ

∫
∫ φ
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時刻 とカレンダーの合わせかた

リュウズ操作

● 1段 目・……フ リー

● 2段 目…… 日付修正 (右回転 )

日程日修正 (左 回転 )

● 3段 目……針合 わせ、 リセ ッ トスイ ッチ、

秒規正

(1口寺刻の合わせかた

リュウズを 3段 日に引 き出す と秒針 は瞬時

に先行 して10秒単位位置 に止 ま ります。

(秒針停止位置 :0,10,20,30,40,50秒 )

例 )秒針・が51～ 0秒の ときに リュ ウズを 3

段 目に引 き出す と O秒位置 に止 ります。

手順

① リュウズを 3段目に引出します。

② リュウズを回して時刻合わせをします。

●午前 と午後 を確 かめ て ください。

針 を一^度 12時過 ぎまで llllし 、 日付 が変 わ

るか どうかで午前 と午後 を確 かめ ます。

●輪列 の力の伝 わ り方 が逆 ですので針 をい

ったん 5～ 10分位進 ませてか ら戻 してセ

ッ トす る とIE確 に時 亥J合 わせがで きます。

③ 時報 と同時 に リュウズを押込み ます。

秒金卜は10秒規正 です の で、テ レビ、 ラジオ

は もちろん電話サー ビスに よる時 刻合 わせ

も簡単 にで きます。

|リ ュウズを時報 に合わせ て確 実 に奥 まで才甲

込 んで スター トさせ て くだ さい。

。 これ で不少針 まで二E確 に合 わせ られ ます。

(2)カ レングーの合わせかた

●リュウズを 2段 目に引出します。

①左回し →曜修正

②右回し →日修正

H義 :日 を合 わせ る とき |よ 、 2ヵ

表 われ ます か ノD好 み の文
′
11に

が で きます。

カレングー修正は午後 9時 30分か ら午前 2

時の間をはず して ください。

時計の針がこの時間内にあるときにヵレン

ダーの修正 をします と翌 日になって もカレ

ンダーが変わ′Dな いミヘ)が あ ります。

，
）

　

ル
）

互

　

こ

」父
　
る

が
　
　
せ

五
四　　　ム″

国
　
人
口

目

↑
一
　

■
一
　

４針合わせ

秒規正

リセ ッ トスイッチ
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拘 2

5.電 池 交換 方法

43′  一 ス乃電池 は SB― A8が使用 されてい ます。

43/ ― ズ |二 |ま 独特 の電 池寿 命切 れ警告装置がつ いてい ます。

二■ fi:f市 の糸等|)近 くにな る と不少金卜が 2不少ステ ップ運針 をは じめ ます。 2不少ステ ッフ
C運
針 がは じま

三 _た メラ電池 を交 換 して ください。 なお 、 この 2秒 ステ ッフC運針 は時間 くるい とはな りません。

43′  ― ムはすべ ての モデルに バ` ヨネ ッ ト式電池 ブ タ″がつ いてい ます。

・電池ブタをはずします。

三二
~・
・ す一フ

Cナ
ー S-822を 使 用 して電池ブタの ▼印を

▲OPENま で押 し付 けなが ら回 して電 池 ブ タをはず します。

三二
~夕

|ニ キズをつけないよ う注意 して くだ さい。

二電池 を交換 します。

ぎ ヽ

時計 を裏返 しても電池が出ない場合があ りますので、竹 また

はプラスチ ックの ピンセ ットで電池 を取 り出して ください。

3電池ブタを締めます。

電:也交換の時には必ず電池ブタパッキンを交換してください。

電 tブ タV印 を▲ OPENに 合 わせてセ ットし、電池 ブタオープナー S-822を 押 しなが ら▼ CLOSE

三てlJし て くだ さい。

電池 ブタを しめ た後 、電池 ブタパ ッキンが電池 ブタか らはみ出 していないか点検 して下 さい。

電池交換上の注意

.電池 は十 ,― を間違 えない よ うに組込 んで くだ さい。万一逆 に組 込み ます と電池 は著 し く消耗 し
て しまいます。

.電池は乾 いた布 で良 く拭 いて ください。(側面 も拭 いて ください。)

.電池 は指 サ ックまたは、竹 、 フCラ スチ ックの ピンセ ッ トで取扱 って ください。

.電池 リー ド板 、電 池押 エバ ネ等 、電 池 との接 点 に汚れが ある場合 には、 シ ンナー、 ダイフロン S
-3ま たはベ ンジンをしみ込 ませ た布 で拭いて ください。

電池 を火の中に入れた り、直接ハ ンダ付 けするなど加熱 します と、爆発することもあ りますので

モ対にさけて ください。

使用済みの電池は、す ぐにマジ ツクなどで印をつけて新品 と区別 し、電池回収箱 に入れて、たま

1)ま したら下記へ返送 して ください。

送 り先  1)〒 105東京都港区東新橋 2-12-H 湯浅電池株式会社 営業本部
2)服部時計店 支店・営業所
3)お 取引材料店 時計代理店

「′
一

「
‘
】
　

ｌ
ｔ
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分解・ 組立・ 注油 と洗驚

油の種類 ― メ ー ビス A

セ イ コー ウ オ ッチ油 S-6

,主 ,由 量

分解・ 組立・ 注油の しか た

●分解・ 組立 分解は、図の番号①→①の順でおこなってください。

組立は、図の番号〇→①の順でおこなってください。

分解 ・組 立 の図中で卜の記号 は点検 ・調整 の項 を参照 して ください。

分解・組 立の図中に、次 の記号 で油 の種類 ・量 ・注油箇所 を示 します。

この記号 に もとづ いて確 実 に注油 して ください。

●注    油

O印 は注油禁止 マー クです。絶対 に注油 しないで ください。

ワン ピース構 造の取扱 い方法

ムーブメン ト

● スナ ッフ
Clリ
ングには回 しやす くす るため に

突起 がついてい ますの で、突起 の部分 を矢

印方向 に回転 させ て、ムー ブ メ ン トの取出

し又は固定 をお こなって ください。

スナップリングの突起● ムー ブ メン トとケー ス内径 との スキマがわ

ずかですので、回す際 に文字板 外周 にキズ

をつ けない ようにして ください。

● オ ||ド |,レ バーがついていますので巻真 を

抜 く場合 にはオ シ ドリレバー を下 に押 して

抜 いて ください。 なお、 この場合 に も、ケ

ー スと文字板 との スキマがせ まいので、文

字板 外周にキズをつけ ないで くだ さい。

●外装取付 の際 には必ず オシ ドリ レバーが所

定 の位置 に組込 まれているか確 認 して くだ

さい。

●パ ッキン受 リングにはスナ ップ リングの突

起部 が入 るサ ライがあ りますので、 その部

分 を合 わせ て組 み込 んで くだ さぃ。

一
■
　

晏

オシ ドリレバ ー

て日1,
、 _SE:κ
Oノ
ン

サライ部
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カレングー機構 および裏輪列の分解・ 組立・ 注油

|ン グは2体のもの

毛i rを 逃がして組んでく

⑩

②

・ リュウズを3段 目まで引出して

着脱をしてください。
・秒針は10秒毎 (0,10,20… …
50秒 )の 目盛上に取付けてくだ
さい。
・秒針取付後、国規正具合、ロ リ

セット具合の点検をおこなって

ください。

⑤

⑥

⑦

③

⑨

⑩

Ｏ
　
⑫

⑬

⑭
い立時の注意〕

上 時・分・秒針

2文字板止ネジ(2本 )
3文字板
E文字板受リング
ュ 曜車押 エ

3曜車
E曜躍制レバー止ネジ(2本 )
3曜躍制レバー

日車

日車押 エネジ (2本 )

日車押 エ

日曜制 レバ ー

裏押 エネジ (2本 )

裏押 エ

中間車

筒車

-7-

・組立て後、リュウズの引出し、

押込み具合、リセット具合、針

回し具合を点検してください。

曜修正伝工車 ) 裏押工と一体に

なつています。

〇
⑩
⑩
④

⑫
(組 立時の注意)

・表裏を間違えないように組込ん

でください。

裏

日ノ裏車

筒 カナ

日送車止ネジ

曜送 ツメ

日送 ツメ

日送車

⑮

⑩

，わ
　
　
ズ

一．）
　

ヽ́́

キ

一　

　

″
、
　

　

ヶ

一∃
一（
　

´

、 文

が所

(だ

´
の突

の音Б

Ｏ

⑩

⑩

⑩

④

⑫

③

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑩



回路 プ ロック、駆動 コイル および表輪列の分解・ 組立・ 注油

組立後、次の点検・調整をおこなつてください。

>日 回路プロック出力端子導通点

検

・回路プロック組立後位置の`点検

をします。

一リセット具合点検回2参照一
/´
 `・回路プロックの内部は分解しないでください。
・ リュウズを押込んでおいてください。
・組立時に電池リード板～電池絶縁板の位置を
点検してください。

図のO印のところを持ってください。
回路プロック裏1員1の MOS―ICプ ラス端子 (矢
印部分)を 必ず地板のピンに入れて組込んで
ください。1通賞92解Fは、||_ず t燿

⑮

④
〉秒躍制レバー点検

>規正レバー点検
秒躍制レバーは、二番受と一体
になっています。

・リュウズを押込んでおいてくだ

さい。
・通常は、秒躍制 レバー調整ピン

を動かす必要はありません。
・秒躍制レバーのッメ石が四番歯

車とあたり、レバーを変形させ

ないように組込んでください。

規正 レバー、リセットレバーは二

番受 と一体になっています。

・規Iレ バー、 リセットレバーを
変形させないよう、通常はピン

セットでつかまないでください

(規正 レバー調整ピン):

ネジではありませんので、通常

は動かさないでください。

回路 プロック止ネジ

回路 ブ ロック (回路受付 )

三番受ネジ (3本 )
三番受

規正車

⊂
・ リュウズを押込んでおいて

ください。
・規正 カムを下側にして組込
みます。

⑬
⑩
⑩

①

四番車

三番車

駆動 コイル止 ネジ

駆動 コイル

ニ番受ネジ (2本 )

-8-

「
・コイルの巻線、 リー ド板にキズをつけないよ
う写真のように扱ってください。

・耐磁ピンセットを使用してください。
・他の部品と一緒に置かないでください。
・組込み前にローター、ステーター周辺の切粉
ゴミを完全に除去してください。

ステーターを変形させないよう取扱いに注意し

てください。

〔組立時の注意〕
・組込み前に、カンヌキをッヅミ車の溝にセッ

トしてください。

① 二番受

① ステップローター

① ステー ター

① 二番車

①

①

④

④

⑩

①

⑫

④

④

④

④

②



切換機構 の分解・ 組立・ 注油

て (だ さい。

モ
「
1位置を

・ 端子 (矢

て毛込んで

 ヽ           ⑩

・規正 カム

)

二ないよ
1多正車
・揺動 レバーと一体になって

.二 注意し

~重
|ニ セッ

小鉄座止ネジ (1本 )
小鉄座

小鉄車

修正 中間車

響

「

~~~~~~~~― ①

①

⑩
〔彗立時の二墨∋
・表裏を間違えないよう組込んで

ください。

リュウズを奥へ押込んだ状態で

す。

(オ シドリレパー)
ワンピースケース構造の場合の

みについています。

①

⑫

①

①

　

①

°
〔た1立時の注意〕
・ツヅミ車の溝にカンヌキを合わ

せてください。

の切粉

①

Ｏ

Ｏ

Ｏ

⑫

Ｏ

Ｏ

オシ ドリ押エネジ(1本 )

オシ ドリ押エ

オシ ドリ

オシ ドリピン

ー 9-

揺動 レバ ー

リュウズ付巻真

ツヅ ミ車

―ター



4。 洗族 の しか た

48シ リーズの部分には従来の機械時計とは異なるいくつかの部品(電子部品、プラスチック部品)が

使用 され てい ます。 これ らの部品の洗條 につ いては下表 の洗漁方法 によってお こなって ください。

洗 藤 方 法

部 品 名 称 洗 漁 方 法 乾燥方法 洗 族 液 備 考

① 回路 ブ ロ ッ

馬区動 コイ ル

洗漁 は しないで くだ

さい。

導 通部 の汚れのみ布 に

ベ ンジン、 ダイフ ロン

S-3ま たはアル コール

をしめ して拭 きと り冷

風乾燥 して ください。

②地 板

二 番 受

二 番 受

ステ ップ ロー ター

す す ぎ洗 い また はハ

ケ洗 い

冷 風 乾 燥 ベ ンジ ン

ダイフロンS-3

●地板 、二番受、二番

受 に固定 されている

部品を変形 させた り

取 りはずさないよう

注意 して ください。

●地板 を洗漁す る場合

電池絶縁枠、電池絶

縁板 を取 りはずせば

トリクレンで洗條 で

きます。

● ロー ターは磁石 です

ので特 に きれいな洗

添液 を使用 します。

洗漁 で取れないゴミ

切粉 は接着 テープな

どで除去 します。

③ プ ラスチ ック部 品 すす ぎ洗 い また はハ

ケ洗 い

冷 風 乾 燥 ベ ン ジ ン

ア ル コ ー ル

ダイフロンS-3

●ベ ンジンで洗漁 す る

場合 は、 で きるだけ

短時 間でお こなって

ください。

④上記以外の部品 洗漁器 に よる洗條

すす ぎ洗 いまたは

ハ ケ洗 い

乾燥

-{,7 > >

l- r) ? v>
/4zpzS-3

ステー ター は変形 させ

ないよう注 意 して くだ

さい。
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ι
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一　
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ヽ

コ

　

・三

　

ヨ

一

1

点検・ 調整
1.点検調整の手子 ‐ シ ローゴ

□_EL“ “

=‐ 針 が 2秒 ステ ンプ運針 してい る場 合 は、 ます電 池電圧 点検 及び仮電池交換 |

をしてみて ください。                      |
ミ t寿 命が近づ くと、 2秒 ステ ンプ運針 にな りますが、故障 ではありませ ん。|

菫ニユ 7ニ ニアル」 を参照 して くだ さい

回
回
□
■
ロ

|■

1回

電池導通点検

回路 プ ロック導通 点検

回路 プ ロック出力端子導通点検

回路 プ ロック出力端子導通点検

駆動 コイル点検

規正 レバ ー点検

秒躍制 レパ ー点検

□ 出力信 号 点検

豊

　

■

　

″

ら
一
　

イ

　

ヨ

報

”

■
回

作動 しない

(注 意 )・ 修理完 了後 、携帯 試験 を していただければ

ン トにつ いては、消費電 流の洲1定 をおすす

藷蔦百可11_]以外百理孫薫再真ヨ
s8> u - /+r rErtifrrt" 

__l



2。 点検・ 調整の順序

手 ‖E 結

=
出
力
信
号
点
検

出力信号があるか点検 します。

① クオーツテスターをセッ トします。

②点検

入力表示 ランプの点滅 によ

点検 します。

つ て

入力表示 ランプ

く注意〉

リュウズを一杯 に押込 んだ状 態

でチ ェ ック して ください。

電池電圧が正常 であるか点検 します。

① テスターをセッ トします。

使用 レンジ DC3V

②点検

● リー ド棒 赤 (十 )………電

'也

(十 )面

● リー ド棒 黒 (― )… …・電

'也

(― )面

く注意〉

電 池 は非金属
′
1生 ピンセ ッ トまたは

指 サ ックで扱 います。

■
電 池の電 圧 が回路 に正常 に伝 わってい るか点 検 します。

l.電 池及 び電池 プ ラス リー ド板 、電池 リー ド板 の接点部 の汚 れ を点
検 します。

電 池 プ ラス リー ド板

電
池
導
通
点
検

-12-



果 調  整 修  理

○

×
■

○

×

◆

Aの点検 で○の ものは

Aの点検 で×の ものは

機 械 部 点 検

電 子 回 路 部 点 検

2秒 ステ ップ運 針 の もの は回路 ブ ロ ック を交 換 して くだ さ い。

仮 電 池 交 換

仮電池交換後

時計が作動する  ―→■
時言十が作動 しない      × 電子回路部点検

○

×

電池 リー ド板 を変形 させないこと。

-13-



手 l贋 結

=
リュ ウ ズ 1段 日、 2段 日で リセ ッ トレバ ー と リセ ッ トピ ンの シ ョー トを

点検 します。

1.リ ュ ウ ズ 1段 日、 2段 日で リセ ッ トレバ ー尾 部 が リセ ッ トピン と

接触 していないかを点検 します。

スキマあ り

接触 してい る一―

または

ピンの下に もぐ―
つてい る

リ
セ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
点
検

回路 ブロックの導通部のショー ト、導通不良がないか点検 し

1。 右図の 3本のネジのユル ミ
がないか点検 します。

す 。

極性切換スイッチの位置を点検 します。

正常 正 常

ネジゆ るみ な し―

ネジゆ るみあ リー

正 常

スイッチが中

間位置 にあ る

回
路
ブ

ロ
ッ
ク
導
通
点
検

駆
動
コ
イ
ル
点
検

回路 出力端子がシ ョー トしていないか点検 します。

確実にコイル リー ド柄iと 接触する状態になっているか点検 します。

3.回路プロックをはずし、回路出力端子とコイルリード板に汚れがな

正   常――――

出力端子が コイ
ル リー ド板 と接―

触 していない



リセッ トピン

リセ ッ トレ

果

○――→

○

×一一一一一一一一→

○――――一→

調 整 ・ 修 理

●異常 の原因は次 のいずれかです。

(1)オ シ ドリの規正 レバー作動 ピンと規 正 レバ ーのはずれ

(は ずれ )

(2)リ セ ッ トレバーの形状不良

回路 ブ ロ ックをはずし、 リセ ッ トレバ ー

形 J大 (矢印部 )を ピンセ ッ トで修 :正 します。

● ネジを締 めなお します。

●極性切 換 スイ ッチ位置 の調整 をします。

参照 )リ セ ッ ト具 合″点検 |12

なお します

● ピンセ ッ トで端子の変形 を修正 します。

● ピンセ ッ トで端子 の

変形 を修正 します。

○

×一―― ――― 一→
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手 ll頂 結

「

回路 プロックをはず し、駆動 コ

●テスターをセッ トします。

ル の 断 線 、

使用

一ヨ　
　
、ン

ンヽ

　

ンレ

卜を点検 します。

OHMS R× 100

.点検
テ スターの赤 と黒 の リー ド棒 をコイルの 2本 の リ

あて ます。

ドウ請訂
L(イ 、 口)に

出力信号 があ るか点検 します。

● クオーツテス ターをセ ッ

。点検

要令頁は四 に準 じます。

リュ ウ ズ 1段 日、 2段 目で規 正 レバ ー先 端 と規 正 カムの ス レをチ ェ ッ ク

します。

①四番車、三番車のみはずします。規正車、三番受は組込んだままに

しておきます。

②規正車をゆつくり回し規正カムが規正レバー先端とすれるか点検し

ます。

(電池 サ ラ イ部 か らの ぞ きます )

入力表示ランプ

規正 カム

秒点滅 あ リーー

1秒点滅な し―

駆
動
コ
イ
ル
点
検

■
■

出
力
信
号
点
検

規
正
レ
バ
ー
点
検

-16-



あリ
ー

な し一一

果 調  整 修  理

○――→

ン ヨ

野

×一―一―)

線

●電 子 回路 部 点検 の もの は

        E:1

●機械部点検 の ものは ■
●馬区動 コイル交換

二番受 がつ いたまま止 ネジ

(2本 )を ゆ るめ ます。

く注意〉

コイルは必 らず写真の

ように持 ちます。

E―一―{Itt    III

―         ×

■
機 械 部 点 検 ■

● 回路 ブ ロ ック交 換

■
●異常 の原因 は次 のいずれ かです。

(1)オ シ ドリの規正 レバー作動 ピンと規正 レバーのはずれ。

(2)規正 レバーの変形

規正 レバーバ ネ部 をピン

で曲 げて修正 します。

修正後 リュウズ 2段 目

a、 bに スキマがある

確 認 します。

で右図

ことを

(は ずれ )

矢印方向 に少 し曲げる

-17-



手 ll頂 結

H

秒
躍
制
レ
バ
ー
点
検

秒躍制 レバーの位置 が正 しいか点検 します。

(リ ュウズ 1段 日で点検 します )

1。 秒躍制 レバ ーの位 置の点検

正常 な調整状 態

● Aの部分

秒 躍制 ツメ石 と四番歯車

が a、 bの 2点 で接 触 し

ているこ と。

● Bの部分

四番歯車 .と ローター カナのかみ合 いで

c、 dに スキマが あるこ と。

(ロ ー ター上穴石 を介 して顕微鏡 にて

.秒躍制 ッメ石の高 さの点検     。
秒躍制lツ メ石 と四番歯車 は完全 に喰 い合 っている と 。

秒 躍市llツ メ石

正 常

異 常

正 常に喰い合

つてい る

はずれている部分
が あ る

リュウズを 3段 目に弓|き 出 した とき、秒針‐が 0,10,20・……・50秒 の10秒

毎 の 目盛上 にイ亭止 す るか点検 します。

注意 )3回 以上点検 して ください。

!0秒毎 :こ

停止する

不規則な位置
に停止する

規
正
具
合
点
検
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果

い 合

いる部分

位置
'る

○ ― ― ― ― →

× 一 一 一 ― ― ― →

○―一―――→

×一―――――一→

-0。 10,20… 50秒位置 ○__→

―それ以外の位 置 ―― ×

×

●秒針 取付 け位置 の不 良 です。

秒針 を付 けなお します。

●規正 レバ ー調整不 良 です。次 の ように調整 します。

● リュウズを 3段 目に引 き出 した状 態 で規 正歯車 とロー ター ヵ
ナのかみ合 いをロー ター上穴石 よりのぞきながら調整 します。

規正 レバー

調整 ピン

a、  bと もスキ・マがあ り
a>bと なってい ること

(注意 )規正 レバー調整後 は必 ず

口秒躍市リレバ ー点検 をお こなって

調 整 ・ 修 理

●次 の ように調整 します。

●秒躍制 レバ ーの尾部 を

静 か に回 します。

●偏心 ピンを回 します。

●バ ネの元部 (→ )を ピンセ ッ

トで修正 します。
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結

2。 リュウズ 3段 目の状態で   プローター磁石座位置と極性切換ス
′^_二れ襲 晏士二 =土 +    ~｀ くンイ＼_´一_⌒  ~~

.リ ュウズを 3段 目から 1段 目に押込んだ とき、秒針が確実に 1秒後

に動 くか点検 します。

(注意 )3回 以上点検 して ください。

イッチ位置 を点検 します。

A穴

(注意 )磁石座は三番受の

極性切換 スイ ッチの正常 な位置

1秒後に動 く――

す ぐに動 く、また

は不規則に動 く

極性切換スイッチ

位置正常

極性切換スイッ

位置不良

10Ω未満

10Ω 以上

6肇 (

3。 リュウズ 3段 日の状態でリセットピンと地板の導通具合を点検 しま

す。

①テスターをセットします。

使 用 レンジ OHMS R× l

(注意 )R× 1以外の レンジで測定 します と回路が破損す る

恐れがあ りますのでご注意 ください。

②点検

テスタ

受及び

に接 触

(赤 、黒

させ方

です。)

―の リー ド棒 を二番

リセ ッ トピンの各 々

させ ます。

の リー ド棒:の接 触 の

は、 どち らで も結構

リ
セ
ッ
ト
具
合
点
検
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果

Lス イッチ

L

○

× ●極性切換 スイ ッチを正常 な位置 に調整 します。

●回路 ブロック交換

● リセ ッ トレバー とリセ ットピンの接触不良です。

●異常の原因は次の どれかです。三番受 、二番車、四番車、

車 をはず した状態で修理 します。

(1)オ シ ドリの規正 レバニ作動 ピンと規正 レバーのはずれ。

規正

(は ずれ ) (正常 )

(2)リ セ ッ トレバ ー と規正 レバーのはずれ。

(は ずれ ) (正常 )

(注意 )リ セ ッ トレバ ー を少 しそ らせ、 はずれのないように

します。

(変形 )

(注意 )ピ ンセ ッ
ます。

(正常 )

卜で リセ ットレバー形状 (矢印部 )を修正 し

なおします

なお します

なお します
リヽセツトピン リセットレバー
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時間精度の進み遅れを点検 します。

精
度
点
検

要領 は四 に準 じます。 正常

異常

時間調整 は トリマ コンデ ンサ を回す こ とに よってお こ

●必 らず クオー ッテスターで進み遅 れ を

確 かめ てか ら調整 して ください。

トリマ コンデ ンサ は、回す方向 によ り

進 み、 または遅 れ にな  ます。

t?√夕:守:「:L
ザ

ないます。

●トリマコンデンサ取扱上の注意

①回すときは、過大な圧力をかけないよう注意してください。

②精密部品ですので、むやみに回し過 ぎないように注意してください。

電池交換がたびたび必要 とされたムーブメン トについては消費電流の測定 をおこなって ください。

消費電流測定はマイクロテス トまたはテスターによっておこないます。

ここではテスターによる測定方法 を説明 します。

手順

1)テ ス ターをセ ッ トします。
●使 用 レンジ D.C。 0。 03mA

●200～ 500μFの コンデンサを写真 の

よ うにセ ッ トして ください。

2)日寺計 を準備 します。

●電池 は○面 を上 に して三番受 の上

に置 きます。

3)測 定

{II潅 璽IIE鼈二吾
晰

消 費 電 流 測 定


